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一

　

は

じ

め
に

　

六
大
（

地
水
火
風
空

識
）

の

う
ち

、

識
大
は

心
法
と
も

称
さ
れ

、

一

般

的
に

は
、

無
色
無

形
で

あ
る

と
理

解
さ
れ
る

。

し

か
し

、

真
言
教
学
で

は

『

即

身
成

仏
義
』

に

よ

り
六

大
が

体
大
で

あ
る
こ

と

が

強

調
さ
れ

る

よ

う
に

な
っ

た

た

め
、

識
大
に

も
色
形

が

あ
る
と

考
え
ら

れ

る

よ

う
に

な
る

。

さ
ら
に

、

真
言
宗
で

重
視
さ

れ

る

経
典

『

大
日

経
』

や

そ
の

註

釈
書
の

『

大
日
経

疏
』

で

は

無
相
の

菩
提
心
を

説
く
一

方
で
、

心
を
仏

塔
や

月

輪
で

あ
る

と

述
べ

る

箇

所
も

あ
る

な
ど

、

心
の

解
釈
が
一

様
で

は

な
い

こ

と

か
ら

、

空

海
以

降
の

学

匠
の

間
で

は
、

識
大
に

色

形
を
認

め

る
の

か
ど

う
か
と
い

う
こ

と

を

論
じ

る
こ

と

と

な
っ

た
。

　
こ

の
、

識
大
に

色

形
を

認
め

る

か

ど

う
か

と

い

う
問
題

に
つ

い

て
、

真
言

宗
で

は

古

義
・

新
義
共
に

「

心
法
色

形
」

と

い

う
算
題
を

立

て

て

論
じ

、

古
義
・

新
義
は

共
に

心

法
に

色
形
は

あ
る

と

結
論
づ

け
る

も
の

が

多
い

。

た

だ

し
、

同
じ

結
論
で

あ
る

と
は
い

え
、

そ
の

解

釈
方
法
は

そ
れ

ぞ

れ
の

立

場
に

よ
っ

て

異
な
っ

て

い

る
。

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
六

十
四

巻
第
一

号
　
平
成
二

十
七

年
十
二

月

　
そ
こ

で
、

本
論
文
で

は
、

高

野
山
の

論
義
書
で

あ
る

『

宗
義
決
択
集
』

「

心

法
色
形
」

の

内
容
を
中
心
に

検
討
し

、

中
世
の

学
匠
は

ど
の

よ

う
に

識
大

を

解
釈
し
て

い

た
の

か

考
察
す
る

。

空

海
と
六

大

−

定

義

1

『

即
身
成
仏
義
』

に
お
け
る

識
大
の

　
ま

ず
、

空
海
に

よ

る
六

大
お
よ

び

識

大
の

定
義
に
つ

い

て
、

身
成
仏
義
』

二

頌
八

句
の

偈
を
確
認
す
る

。

次
の
『

即

　
六

大
無
礙
常
瑜
伽
体

　
　
　
四

種
曼
荼
各
不
レ

離
相

　
三

密
加
持
速

疾
顕
用

　
　
　
重

重
帝
網
名
二

即
身一
憮

　
法
然
具
二

足
薩
般
若一
　
　

心

数
心
王

過
二

刹
塵一

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　
各
具
五

智
無

際
智
　
　
　
　

円

鏡
力
故
実
覚
智
朔

 
仏

　

偈
の

句
は

そ

れ

ぞ
れ
即
身
成
仏
の

理

論
・

実
践
を

表
現
し

た

も
の

で

あ
り

、

偈
の

下

に

見
え
る

割
註
は

要
素
な
ど

の

体

性
を

表
す
体

、

外

観

の

す
が

た

を

表
す

相
、

作
用
を

表
す

用
と

い

う
三

大
を

示
し

て

い

る
。

『

即
身
成
仏

義
』

で

は
、

こ

の

体
相
用
の

三

大
の

う
ち

、

六

大
の

語
を

含
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む

第
一

句
を

体
大
に

配
し

て
い

る

こ

と

か

ら
、

五

大
の

み

な

ら

ず
、

識

大
に

も

要
素
と

し

て
の

体
性
と

し
て

認
め
て

い

た
こ

と
が
看
取
さ
れ

る
。

　

ま
た

、

『

即
身
成
仏

義
』

で

は
、

阿
字
門
か

ら
如
来
が

発
生
す
る

こ

と

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

（
2
）

を

説
く

『

大
日

経
』

の

如
来
発
生

偈
を

引
用
し
て

、

「

謂
諸
法
者
心
法

、

法
相
者
色

法
。

」

と

心

法
と

諸

法
が

不
二

で

あ
る
こ

と

を

述
べ

、

偈
の

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
（
3）

「

能
生
随
類
形

　
諸

法
与
法
相
」

の

諸
法
と

法
相
の

語
を
そ
れ

ぞ

れ

心

法

と

色

法
に

当
て

は

め
る
こ

と

で
、

六
大
の

義
を

説
い

て

い

る

と

し
、

六

大
が

如
来
を
発
生

す
る
と
い

う
意
味
で

あ
る
と

解
釈
し

た
。

　

つ

ま

り
、

『

即

身
成
仏

義
』

で

は
、

六

大
は

体
大
で

あ
る

と

定

義
さ

れ
、

識
大
と
五

大
と

は

別
の

も
の

で

は

な

く
、

一

如
一

体
で

あ
り

、

色

心

が
無
礙
で

あ
る

こ

と

が

述
べ

ら

れ
る

。

こ

の

こ

と

か

ら

後
世
の

学

匠

は
、

空
海
は

心
に

色
形
を
認
め

て

い

る

と

理

解
し

、

ま
た

そ

の

思
想
を

真
言
宗
不
共
の

も
の

と

し
て

重
視
し
て

い

く
よ

う
に

な
っ

た
の

で

あ
る

。

三

　
『

宗
義
決
択

集
』

に

お
け
る

識
大
の

解

釈

　

中

世
の

真
言
教

学
に

お
い

て

は
、

伝
統
的
に

『

金

剛
頂
経
』

系
の

経

塁
説
か

れ

る

五

相
成

身
観

、

霊
、

提
心

論
』

莪
見
・

自

少
形
如
・

月

輪
一
」

と
い

っ

た

文
、

ま
た

、

「

秘
蔵
記
』

の

「

拠
三
二

解
脱
門
一

自

観
二

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

5）

我
心

」

雖
二

無

色
無
形

」

而

本
来
清
浄

潔
白
猶

如
二

満
月

』

」

や

覚
鑁
の

　

　
　
　
　
　

　
　（
6）

『

心
月
輪
秘

釈
』

の

説
に
よ

り
、

識
大
の

形
を

満
月
の

形
と
判
じ

る
こ

と

が

通
例
と

な
っ

て

い

る
。

た

だ
し

、

『

秘
蔵
記
』

の

文
は

前
半
部
分
の

み

を

強

調
す
る

と
、

心
に

は

色

形
が

無
い

と

理

解
で

き
、

後
半
部
分
を

強

調

す
る

と

色
形
が

あ
る

と

解

釈
で

き
る

た

め
、

色
形
の

有

無
に
つ

い

て

は
、

い

ず
れ
に

も
理
解
す
る
こ

と

が
で

き

る

文
と

な
っ

て

い

る
。

　

高
野

山

教
学
の

代
表
的
な

論
義
書
で

あ
る

『

宗
義

決
択
集
』

に

は
、

色
形
の

有
無
に

関
し

て

「

心

法
色
形
」

と
い

う
論
題

が

見
え
る

。

「

心
法

色
形
」

は

論
題
の

下
に

宥

快
の

名
が

あ
る

こ

と

か

ら
、

宥
快
の

見
解
に

基
づ

く
も
の

で

あ

る

と

見

倣

す
こ

と

が

で

き

る
。

こ

の

「

心
法
色

形
」

の

論
義
は
、

第
一

に
、

心
に

色
形
を

認
め

な
い

と

い

う
真
言
宗
所
依
の

経
論
の

説
を

ど

の

よ

う
に

理

解
す
べ

き
か

、

第
二

に

は
、

識
大
に

色
形

を

認
め

る

な

ら

ば

ど

の

よ

う
な

形
で

あ
る

の

か

と
い

う
二

点
が
議

論
の

中
心
と

な
っ

て

い

る
。

　

ま

ず
、

第
一

の

真
言
宗
所
依
の

経
論
の

説
に

色
形
を

認
め

な
い

教
説

が

あ
る

と
い

う
問
題
に
つ

い

て

は
、

色

形
の

有
無
を

説
く
経
論
の

説
を

三

重
に

分
類
し
て

次
の

よ

う
に

説
明
す
る

。

大
凡
於
レ

明
コ

ニ

心
法
→

応
レ

有
勲

三

重
ノ

不
同

』

謂
ク

、

 
先
為
 

・

初
心

ノ

凡
夫
り

則

以
二

世
間
分
限

月
輪
一

譬
示
三
心

法
』

心

地
観
経
等

ノ

所
説

ノ

相
即

チ

此
ノ

意
也

。

次
二

心
法

ノ

当
体
無

漏

法
性

ノ

月
輪

ハ

、

難
下

是
レ

本
ヨ

リ

具「
→

テ

色
形
四

円
明

常

住
廿

リ

ト
、

 
或

，

約
飛

遮
情一

釈
h

無
訃

色
形訥

或
，

以
コ

心
法

，

広

大

無
際

リ
、

世
間
ノ

月
輪

・

分
限

起
滅

 
ヲ

故、

釈「一
非
実
月
輪
→

、

又

釈
享

無
方
円
相
→

。

是

即
遮
⊃

実
有

ノ

執
→

揀
二

分
限

ノ

色
→

。

処
々

釈
文
多

ク

此
ノ

義
ナ
リ

也
。

 
祠

網

心
法一

本
，

リ

有
」

色

形一

故一
。

経
論

ノ

中
二

或
ハ

説
二

我
見
自
心
形
如
月

輪
→

。

或
ハ

説
二

三

十
七

尊
心
為
月
輪
形
乃
至

法
性
月
輪
→

。

又
高
祖

ハ

釈
二

無
漏

法
性
月
輪
→

文

又

云
、

体
ハ

潔
白
之
体

ナ
リ
、

形
相
如
二

満
月
づ

文

其
証
分
明

ナ

リ

。

然
レ

ハ

則

以
二

此
ノ

三

重
→

見
ユ

ト
キ
ハ

諸
経
論
及

ヒ

祖
師

ノ

釈
づ

則
義
理

莫
け

不
ユ

コ

ト

周
備
魂

。

既
云
＝・
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形

如
二

月
輪
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

アリ

又
釈
三

形
如
二

満
月

一

豈
非
レ

譬
二

心

色
形
於
月
輪　

哉
。

　

す
な
わ

ち
、

第
一

重
に

は
、

初

心
の

凡

夬
の

た

め

に

喩
え
と
し

て

心

は

月
輪
の

形
の

よ

う
で

あ

る

と

説
く
説
（

 
）

、

第
二

重
に

は
、

遮

情
の

た

め

に

心
に

は

色
形
が

無
い

と

釈
す
説
（

 
∀

、

第
三

重

と

し

て
、

真
言

宗
の

秘
密
の

深
旨
と

し
て

、

経
論
に

五

相
成

身
観
な

ど

の

心
を

月
輪
と

し
て

見
る

と
い

う
説
（
 
）

を

挙
げ
る

。

こ

の

三

重
の

段
階
に

よ
っ

て

心

法
の

色

形
は

説
か

れ

る

た

め
、

一

見
、

経
論
の

内
容
に

整
合
性
が

な
い

よ

う
で

あ
っ

て

も

問
題
が

な
い

と

す
る

。

　
こ

の

三

重
の

説
は

、

そ

れ
ぞ

れ

が

次
に

挙
げ
る

経
論
の

教
説
に

基
づ

い

て

立
て

ら

れ
て

い

る
。

ま

ず
、

第
一

重
は

『

心
地

観
経
』

の

「

凡
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

8）

所
レ

観
菩
提
心
相

、

猶
如
二

清
浄
円
満
月
輪
ご

と

い

う
文
で

あ
り

、

文
中

に

凡

夫
の

語
が
見
え
る

こ

と
に

よ

る
。

第
二

重
は

『

大

日
経
』

の

「

心

不
レ

在
レ

内
不
レ

在
レ

外
、

及
両
中
間
心

不
レ

可
レ

得
。

秘
密
主

如
来
応
正

等

覚
。

非
青
非

黄
非
赤

非
白
非
紅

紫
非
水
精
色

、

非
長

非
短
非
円
非

方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

9）

非
明

非
暗

、

非

男
非
女
非
不
男
女

。

」

、

『

大
日

経
疏
』

の

「

然
此
心

在

纏
・

出
纏
皆

畢
竟
無

相
。

以
二

如
来
五

眼
一

諦
観

、

尚
不
レ

能
レ

得
二

其
像

　
　
　
　
　
　
　
（

10
）

貌
の

況
余
生
滅

中
人

。

」

、

ま
た

、

『

秘
蔵
記
』

の

「

無
色
無
形
」

と
い

う

心
に

色
形
を

認
め

な
い

と

い

う
記
述
を
指

す
。

そ

し

て
、

第
三

重
は

、

『

宗
義
決
択
集
』

に

『

略
出
念
誦
経
』

巻
二

の

「

形
状
如
二

月
輪
一

澄
静
清

　
　
　
　
（
H
）

浄
無
二

諸

垢
穢
』

」

や

『

守
護

国
界
主

陀

羅
尼

経
』

巻
二

の

「

以
二

堅

牢

智
一

諦
二

観
自
心
一

以

為
二

月
輪
』

当
下

於
二

鼻
端
一

不
ウ

令
二

馳
散

』

清
浄
円

中
世
真
言
教
学
に
お

け
る

識
大
の

解
釈
（

林

　
山
）

満
色

如
二

凝

雪
牛
乳

水
精

』

而
此

月
輪
為
二

菩
提
心
」

此

菩
提
心
本
無
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12）

色
相
の

為
二

未
成

就
諸

衆
生
一

故
説
レ

如
二

月
輪
ご

と

い

う
文
が

心
が

月

輪
の

形
を

取
る

証
文
と

し
て

挙
げ
ら

れ

て

い

る

こ

と

か
ら

、

こ

れ

ら

の

経
典
を
典
拠
と

し
て

い

る

と
考
え
ら

れ

る
。

　
ま

た
、

第
二

の

識
大
の

形
の

問
題
に
つ

い

て

は
、

宥
快
は

先
に

挙
げ

た

『

金

剛
頂
経
』

や

『

菩
提
心

論
』

の

月
輪
を
心
の

姿
と

し

て

観
想

す

る

と
い

う
文
を
用
い

、

色
形
が

あ

る

と

い

う
た

め
に

は

視
覚
で

そ

の

色

形
が

捉
え

ら
れ

る

か

ど

う
か

が

重
要
で

あ
る

と
い

う
観
点
か

ら
、

次
の

よ

う
に

心

法
の

色
形
を

論
じ
て

い

る
。

次
二

色
心
二

法
ノ

分

別
、

於一
」

前
五

大
二

則
帯
助

色
形
→

。

第
六

識
大

ハ

是
レ

慮
智

性
ナ

リ

ト
云
ハ

者
、

一

徃
ハ

爾
ナ
リ
。

雖
レ

然
ト

拠
”

寸
ハ

実
二

則
雖一

心
法
→

具
ユ

色

形
→

以
コ

其
微
細
サ

ル

ヲ

故
。

常
途

ノ

諸
教

ニ

ハ

則
チ

不
レ

明
レ

之
ヲ
。

例
セ

ハ

如
秒

前
五

大
ノ

中
二

空

大
ハ

以
コ

微
細
サ

ル

ヲ

故
二

、

常
途

二

不
昴

ヵ

談
−

其
色
形
→

也
。

又

風
大

ニ

モ

亦
無
卦

云

色

形
一

婆
沙

ノ
一

義
也

。

又
如
峅

無
色
界

ノ

得
名
→

。

大

師
ノ

釈
二

云
、

麁
色
雖
レ

無
シ
ト

細

色
非
レ

無
キ
ニ

文

是
レ

即
雖
レ

具
コ

ト

細
色
→

拠
け

無一

麁
色
冖

得
二

無
色

ノ

名
→

。

況
ヤ

如
許

ハ

心
法
→

甚
深
微
細．一

シ

テ

雖
レ

帯
諌
色
形
弓

非一

麁
顕

ノ

相．
 

。

常
途

二

不

階
ト

談

　

　

　
　
　
め
　

良
．

有
噂
以

へ

哉
。

　
『

宗
義
決
択
集
』

で

は
、

凡
夫
に

は

見
え
な
い

微
細
な
色

形
が

心
法
に

あ
る

こ

と

を

強
調
し

、

そ

の

具
体
的
な

形
と

し
て

現
れ
た

も
の

は
月
輪

形
で

あ
る

と

す
る

。

そ
し

て
、

心
法
の

色

形
は

微
細
な
の

で
、

密
教
以

外
の

常
途
の

教
え
で

は

明
か

さ

れ

な
い

と

す
る
の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う

な

説
は

、

杲
宝
（
一

三

〇
三

〜
一

三

六
二
）

の

著
作
で

あ

る

『

呆
宝
私
鈔
』
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中

世
真
言
教
学
に

お
け
る

識
大
の

解
釈
（

林
　
山

）

に

次
の

よ

う
に

見
え
る

。

総

意
云、

心

法
ノ

形
相
ハ

即
身

ア

無
形．〜
成
二

其
ノ

形
相
→ 、

故
微
細
幽
遠

ニ

シ

テ

如
々

平
等
也

。

此

故
凡
夫

ハ

雖
レ

不
レ

見
レ

之
ヲ

。

以
二

仏
眼
→

知
二

見
シ

テ

之
→

説
テ

為一

金

界
ノ

曼
荼
羅
→

也
。

例
セ

ハ

如
下

無
色
界

ノ

衆
生

形
色
微
細

ナ

ル

ヵ

故
。

以
二

凡
見一

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
ら
け　

雖
レ

不
レ

見
レ

之
。

仏
眼
照
け

テ

之
ヲ

図
軟

ル

四

空
処

ノ

形
椋

也
。

留
レ

意
ヲ

可
レ

思
レ

之
。

　
こ

の

呆
宝
の

説
は

心

法
の

形
色
が

微
細
で

あ
る

こ

と

を

説
い

た

も
の

で

あ
り

、

宥
快
の

解

釈
に

先
行

す
る

も
の

で

あ
る

。

た

だ
し

、

宥
快
の

説
は

呆

宝
の

説
に

比
べ

、

さ

ら

に

微
細

な

色
形

を

強

調
し
た

も
の

と

な
っ

て

い

る
。

　

宥
快
は

、

六

大
す
べ

て

が

微
細
な
色
の

所
成

で

あ
る

と

い

う
こ

と

の

例

証
と

し
て

次
の

二

例
を

挙

げ
る

。

第
一

に
、

六

大
の

色
形
を

論
じ
た

場
合

、

空

大
は

微
細
な

色

か

ら

で

き
て

い

る

の

で
、

常
途
で

は

色
形
を

談
じ

な
い

こ

と
、

ま
た

、

「

婆
沙
論
』

の
一

義
で

は
、

風
大
に

も
色
形
が

な
い

と

す
る

例
、

第
二

に

は
、

四

蘊
所
成
の

た

め

色
が

無
い

と

さ

れ
る

無
色

界
に

も

名
前
が
つ

い

て

い

る

の

は
、

麁
色

で

は

な
く
心

法
四

蘊
の

細
色
が
あ
る

た

め
で

あ
る

と
い

う
例
で

あ
る

。

　

特
に

、

第
二

の

無
色

界
の

細

色

の

例
に

対
し

て
、

難

者
は

「

無
色
界

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
（
15）

細
色

ノ

義
雖
二

是
レ

例
証
→

非
⊃

ヵ

心

法
ノ

色一

故
二

非
二

誠
証
弧

也
」

と
し

て
、

無

色

界
の

例

は

心

法
の

色
を

談
じ

て

い

る

例
で

は

な
い

こ

と

を

指
摘

し
、

ま
た

、

小
乗
に

も
顕

教
に

も
無
色

界
の

色
は

説
か

れ

る

も
の

で

あ

る

た

め
、

無
色
界
の

例

を

用
い

る
こ

と
に

よ
っ

て

真
言
宗

不
共
の

説
と

は

言
え
な

く
な

る

と

反
駁
し
て

い

る
。

の

よ

う
な
見
解
を
示
し
て

い

る
。

こ

の

意
見
に

対
し

、

答

者
は

次

次

無
色
界

ノ

例

証
、

非
レ

謂
紙
無
色

界
ノ

細
色、

即
チ

心
法

ノ

色
サ

リ
ト
。

雖
レ

有
叶

色

以
二

微
細
寸

ル

ヲ

言
琳

無
ト

之

例
二

出
レ

之
ヲ

。

言
ク

雖
レ

日
功

卜

無
色
外

実
ニ

ハ

則
チ

有
囲

色、

則
心
法

ノ

色
モ

以
コ

微

細
→

ル

ヲ

故
二

言
け

無
い

色
也

。

是
レ

即
例
証

ナ

リ
。

或
ハ

又
彼

ノ

無
色
界

ハ

四

蘊
所
成

ノ

故
二

無
け

有
囲

ト

色
。

而
モ

実
ニ

ハ

則
許
は

ト
キ
ハ

有
卦

細

色
一

則6
応
許

是
レ

心
法
四

蘊
ノ

色
サ

ル

故
二

以．
ア

為
訪

心

法
色
形

ノ

証
拠
→

義
モ

亦

　

　
　
　
ユ　

有
 
之
乎

。

　

答
者
は

、

あ

く
ま
で

無
色
界
は

例

証
で

あ
る

と
し
た

上

で
、

他
の

大

小

乗
で

は

色

形

を

説
か

な
い

が
、

自
宗
で

は
、

五

蘊
の

う
ち

、

受
・

想
・

行
・

識
と
い

う
心
の

は

た

ら

き
を
細

色
と

し
、

心

法
の

色
で

あ
る

と

述
べ

る
。

ま
た

、

経
論
で

説
か

れ

る

月

輪

を
譬
喩
と

す
る

か

法
説
と

す
る

か

と
い

う
問
題
に
つ

い

て

も
、

色

形
が

な
け
れ
ば

、

月
輪
と

名
付

け

る
こ

と

が

な
い

こ

と

か

ら
、

心
に

形
が

あ
る

こ

と
は

明
ら

か

で

あ
る

と

主

張
す
る

の

で

あ
る

。

　

こ

の

よ

う
に

、

『

宗
義
決
択
集
』

で

は
、

色
形
が

認
識
可
能
か

否
か
と

い

う
点
に

主

眼
を

お
い

て

識
大
の

色

形
を
論
じ

て

い

る
。

そ
の

た

め
、

『

倶
舎
』

・
『

婆
沙
論
』

の

思
想
を
解
釈
に

依
用

し
て

、

識
大
に

は

微
細
な

色
が

あ

る

と

説
明
し
た

。

そ
の

こ

と

に

よ
っ

て
、

真

言
不
共
を

強
調
す

る

よ

り
、

む
し

ろ

顕
教
的
な
一

面
を

持
つ

こ

と
に

な
っ

て

し

ま
っ

た

面

は

否
め

な
い

。

　

な

お
、

初
期
仏

教
の

用

語
に

よ

っ

て
⊥

ハ

大

を
解
釈
し

た

宥
快
の

著
作
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と
し
て

、

『

知
自
心
鈔
』

を
挙
げ
る
こ

と
が
で

き

る
。

『

知
自
心

鈔
』

は
、

自
法
界
か
ら

他
法

界
へ

移
る

時
に

六

大
を
す
べ

て

受
生

す
る
の

か

と
い

う
こ

と

に
つ

い

て

を

問
題
と

し

て
い

る
。

す
な
わ
ち

、

他
法

界
へ

移
る

際
に

、

識
大
の

み

を

受
生

す
る

の

か
ど

う
か
と

い

う
問
い

に

対
し
て

、

宥
快
は

六
大
を

す
べ

て

受
け
る

と

答
え

、

さ
ら

に

本
分
の

識

大
の

中
に

六

大
の

要
素
が

含
ま
れ
て
い

る

と

主
張

す
る

。

本
文
識

大
者
我
等
息
是
也

。

此

息
不
可

得
五

色
糸
名
也

。

仏
平
等
色

心
未
分

。

所
レ

謂
此
息

本
体
常
住
不
滅
堅
固

故
地
大
也

。

息
有
二

湿
潤一

是
水
大
也

。

息

有
二

燠
気一

是
火
大
也

。

息
有
二

風
気一

是
風
大
也

。

息
有
二

虚
通
無
礙一

是
空

大

也
。

息
○
有
二

無
分
別
智一

是
識

大
也

。

此
識
大
者
全
指
二

息
体
一

也
。

是
名
二

自

　
バ
リ
　

性
六

大
』

『

知
自
心
鈔
』

に

は
、

常
住
不
滅
の

堅

固
さ

と
し

て

地
大

、

湿
潤
の

性
質

と

し
て

水
大

、

暖
か

さ

（

燠
気
）

と
し

て

火
大

、

風
気
と

し

て

風
大

、

虚
空

無
礙
と

し
て

空

大、

無
分
別
の

智
と

し
て

識
大
と
い

う
息
の

六

大

が
説
か

れ

る
。

こ

れ
ら

の

六

大
の

要
素
は

初
期
仏
教
に

説
か

れ

る

六

大

種
の

実
体
「

堅
・

湿
・

燠
・

動
・

無
礙
・

了
別
」

を

踏

ま

え
た

も
の

で

あ
る
こ

と
は

い

う
ま
で

も
な
い

。

ま
た

、

さ

ら

に

宥
快
は

息
と

い

う
字

は

解
字
す
る

と

自
と

心
よ

り
成
る
こ

と

か
ら

、

『

大
日
経
』

の

「

如
実
知

自
心
」

の

「

自
心
を
知
る
」

に

通
じ

、

ま
た

識
大
で

あ
る

と
す
る

。

　

宥
快
の

言

う
本
分
の

識
大
と

は
、

息
の

こ

と

で

あ
り

、

息
は

六

大
の

要

素
を

す
べ

て

含
み

持
つ

と

す
る

。

こ

の

よ

う
な
考
え
は

、

三

宝

院
流

の

僧
で

あ
る

憲
深
（

一
一

九
二

〜
一

二

六
三
）

の

「

宗
骨
抄
』

に

命
息
思

中
世
真
言
教
学
に

お
け
る

識
大
の

解
釈
（

林
　
山
）

想
と

し

て

見
る

こ

と
が

で

き
る

も
の

で

あ
り

、

宥

快
の

『

知
自

心
鈔
』

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

は

『

宗
骨
抄
』

を
踏
ま
え

論
じ
た

も
の

で

あ
る

。

　
『

知
自
心

鈔
』

で

は
、

見
聞
・

覚
知
・

語
黙
・

動
静
と
い

っ

た
は
た

ら

き

は
、

心
の

作
用

が
物
質
と

し

て

姿
を
と
っ

て

現
れ
た

も
の

で

は
な
く

、

心

の

動
き
に

よ
っ

て

生

じ
た

、

目
に

見
え
る

働
き
で

あ
る

と

し
、

そ
れ
が

識
大
で

あ
る
と

す
る

。

先
に

見
た
よ

う
に

、

宥
快
の

六

大
の

解
釈
に

お

い

て

は
、

対
象
を
認
識
で

き
る

か
ど

う
か
が

重
要
で

あ
っ

た
と

言
え
る

。

四

　

お

わ
り
に

　

以
上

、

識
大
に

色
形
を

認
め

る

か

否
か

に
つ

い

て
、

『

宗
義
決
択

集
』

を

中
心
に

検
討
し

た
。

こ

の

問
題
は

「

心

法
色

形
」

と

い

う
論
題
で

新

義
・

古
義
を

問
わ

ず
取
り
あ
げ
ら
れ

、

多
く
は

心
法
に

色
形
は

あ
る

と

結
論
づ

け
て
い

る
。

心

法
に

色
形
を

認
め

る

こ

と

は
、

色
形
を

認
め

な

い

顕
教
に

対
し
て

、

即
身
成
仏
・

六
大
な

ど
に

か

か

わ

る

自

宗
の

不
共

の

教
説
と

な
る

た
め

で

あ

り
、

真
言

宗
の

学
僧
達
は

色

形
が

あ
る

と

証

明
す
る
こ

と

に

心
血
を
注
い

だ
の

で

あ
る

。

　
一

方
、

議
論
が

深
ま
る

に
つ

れ
、

色

形
の

有
無
の

判

断
は

「

見
る
」

す
な
わ

ち
視

覚
で

捉
え

ら
れ

る

か

ど

う
か

を

重

視
す
る

よ

う
に

な
る

。

こ

れ

は
、

『

金
剛
頂
経
』

や

『

菩
提
心

論
』

の

心
を

満
月
と

見
る

と
い

う

記
述
に

起
因
す
る

の

で

あ
る

が
、

『

宗
義
決
択
集
』

で

は
さ

ら

に

心

法
に

は

凡
夫
に
は

見
え
な
い

微
細
な
色
形
が

あ
る

と

強
調
す
る

よ

う
に

な
り

、

『

婆
沙
論
』

の

説
な
ど
を

例
証
と

し

て

取
り
入
れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

た
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中
世
真
言
教
学
に

お

け
る

識
大
の

解
釈
（
林
　
山
）

だ
し

、

『

毘

曇
（

倶
舎
二

・
『

婆
沙
論
』

の

思
想
を
取
り
入
れ

て

心
法
が

微

細
な
色
形
を

持
つ

と

詳
細
に

説

明
し

た
こ

と

に

よ
っ

て
、

か

え
っ

て

密

教
不
共
の

六
大
思

想
と

い

う
面
が

強
調
で

き

な

く
な
っ

て

し

ま
っ

た

点

を

指
摘
で

き
る

。

　

識
大
の

問
題
に
つ

い

て

は
、

『

宗
義
決
択
集
』

に

見
え
る

宥

快
の

説
し

か

取
り
あ

げ
る
こ

と

が

で

き
な

か
っ

た
。

六

大
の

色
形
に

関
す
る

問
題

は

中
世
の

学
匠
に

よ
っ

て

数

多
く
論
じ

ら
れ
て

い

る
。

今
回

は

他
の

真

言
宗
の

学
僧
の

説
と

の

比
較
が

で

き
な
か
っ

た

た
め

、

今
後
の

課
題
と

し

た
い

。

1141312111098765432

大
正
七
七
・

三

八
一

頁
下

。

大
正
一

八
・

三
一

頁
上

。

大
正
七
七
・

三

八
二

頁
上

中
。

大
正
三

二
・

五

七
三

頁
下

．

定
本
弘
全
五
・

＝一
二

頁
。

大
正
七
九
・

三

九

頁
上

中
。

真
全
一

九
・

八

〇

頁
上

。

大
正
三
・

三

二

八

頁
下
〜
三一
一

九

頁
上

。

大
正
一

八
・
一

頁
下

。

大
正一．
一
九
・

六

〇
六

頁
上

。

大
正
一

八
・

二

三

七

頁
中

。

大
正
一

九
・

五

三
〇

頁
上

。

真
全
一

九
・

七

入

頁
上

。

真
全
二

〇
・
一

六

頁
下

。

15
　
真
全
一

九
・

八
三

頁
上

。

16
　
真
全
一

九
・

八
一

頁
上

。

17
　
続
真
全
二一一．
・

七
五

頁
下

。

18
　
亀
山
隆

彦
「

中
世
真
言
密
教
に

お
け
る

命
息
思
想
の

展
開

ー
『

宗
骨
抄
』

　
を
中
心
に

　
　
」

（
『

印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
五
九
巻

第
二

号
、

二

〇

＝
）

。

〈

参
考
文
献
〉

亀
山
隆
彦
「

中
世
真
言
密
教
に
お

け
る

命
息
思

想
の

展
開

ー
『

宗
骨
抄
』

を

　
中
心
に

⊥
（

『
印
度
学
仏

教

学
研
究
』

第
五

九

巻
第
二

号
、

二

〇

＝
、

　

＝

九
−
一

二

二

頁）

〈

キ
ー

ワ

ー
ド

〉

　
識
大、

『

宗
義
決
択
集
』

、

心
法
色
形、

宥
快

　
　（
早
稲
田

大
学
本
庄
高
等
学
院

非
常
勤
講

師）
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